
平成28年度公共事業再評価調書 担当課名　 港湾整備課

工事着手年度

(1)事業目的

(2)事業内容

突堤　：延長220ｍ 緑地広場：3,800ｍ
2

遊歩道：1,300ｍ
2

駐車場 ：27,100ｍ
2

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

費用 12.3（億円）

便益 77.0（億円）

【ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ等利用便益は59.6億円、ｱﾒﾆﾃｨ向上・存続便益は17.4億円】

Ｂ／Ｃ 6.20

(3)事業の進捗状況

（H28までの進捗率） 95.7％

（残事業） 護岸、堤防、盛土工

（完了） 突堤、遊歩道

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

　盛土工において、発生土情報を十分に調査し、他工事流用土を積極的に活用す
ることでコスト縮減に努める。

　事業は順調に進捗し、海岸利用者の利便性の向上が図られているとともに、地域住民
の生活環境の向上にも寄与している。

資料3(様式１)

番号 34

事　業　名 海岸環境整備事業 事業主体 静　岡　県

箇　所　名 榛原港
はいばらこう

海岸
かいがん

関係市町村 牧之原市

事業採択年度 平成　14　年度 計画期間 平成14年度　～　平成30年度

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

～H26年度 H27年度

用地着手年度 平成　－　年度 平成　14　年度

再評価理由※ 再評価実施(H23)後5年間経過で継続中

H28年度見込 計

841 769 18 18 805

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点３】

事　　業

概　　要

【視点１】

事　業　の

必要性等

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

　海岸利用者の更なる利用向上を目指し、砂利浜化防止、海岸環境の快適性向上
を図っている。

　県内最大級の海水浴場であり、砂利浜化の進行が懸念される一方で、平成22年
には年間約56万人の海水浴客が利用していた。平成23年3月の東日本大震災の後は
約半数に激減したものの、平成27年度は37万人までに回復している。引き続き、
快適な海水浴場として維持することが求められている。

　海岸利用者の利便性及び地域住民の生活環境の向上を目指し、整備進捗が終盤
となった緑地公園を早期に整備する。

（全体事業費：841百万円、
　平成28年度累計事業費：805百万円）

コスト縮減・
代替案立案等

の可能性

対応方針
(案)

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み
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榛原港海岸　海岸環境整備事業

１．分析設定

　・供用年数　　　　　５０年

　・社会的割引率　　　４％

　・費用対効果分析の基本的な考え方　　　「海岸事業の費用便益分析指針（改訂版）　平成16年7月」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル　平成23年6月」

２．分析結果

　総括表

「海岸利用便益」

　　[レクリエーション等利用]　＋　[アメニティ向上・存続]

総費用Ｃ ［建設費］　＋　［評価期間内に必要な維持管理費］ 12.3億円

Ｂ／Ｃ 6.20

　総便益

○海岸利用便益（レクリエーション等利用）・・・トラベルコスト法（TCM)による【海水浴客】

　　Ｂ１　＝　（With時の年間入り込み客数に対する消費者余剰の合計値）　

　　　　　　　　－　（WIｔｈOut時の年間入り込み客数に対する消費者余剰の合計値）

　　　　　＝　3.12億円／年　

○海岸利用便益（アメニティ向上・存続）・・・仮想的市場評価法（CVM）による【公園来訪者】

　アンケート調査結果から支払意志額を算出し、これに便益受益者数を乗じることにより算出する。

　　Ｂ2　＝　（支払意志額）×（調査対象地域世帯数）　

　　　　　＝　3,433円/世帯　×26,547世帯　＝　0.91億円／年　

便益計　＝　ΣB１／(1+0.04)
n
　＋　ΣB2／(1+0.04)

n

　　　　　 ＝　77.0億円　

　総費用

費用対効果算出説明書

建設費：11.6億円、維持管理費：0.04億円／年、評価対象期間：事業期間（17年）＋50年

費用計　＝　Σ年間建設費／(1+0.04)
n
　＋　Σ年間維持管理費／(1+0.04)

n

　　　　　 ＝　12.3億円

総便益Ｂ 77.0億円

　アンケート調査で得られた回答者の情報に基づき、トラベルコストを算出し、一次需要曲線（トラベル
　コストと来訪頻度との関係）及び二次需要曲線（仮想利用料金と年間利用者との関係）を推計する。

　「海岸事業の費用便益分析指針」国交省港湾局H16.6
　「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル」国交省港湾局H23.7

中央値：3,433円/世帯

アンケート結果によると、当該海岸

以外にも訪問する観光地があるこ

とから、平均訪問箇所数（1.55箇
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津波浸水区域

榛原港海岸 海岸環境整備事業

事業目的
当海岸は年間30万人（直近5ヵ年平均）を超える

海水浴客で賑わう県内最大級の海水浴場である。

海岸利用者の更なる利用向上を目指し、当事業
実施により砂利浜防止、津波災害防止対策、海岸
環境の快適性向上を図っている。

東日本大震災後、利用者は約半数に激減したも
のの、その後回復しており、引き続き、快適な海水
浴場として維持することが求められている。

榛原港海岸

（国）150号

二
級
河
川
勝
間
田
川

海岸保全区域

防護ライン

駐車場整備箇所

海浜公園整備箇所

突堤

交通基盤部 港湾局 港湾整備課
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（再）－港湾－●

対象事業施設位置図
突堤

駐車場

海浜公園

整
備
済
施
設

突堤 突堤西側（整備後）

突堤整備により砂浜が復元しつつある

駐車場

来場者の利便性の向上

駐車場
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未
整
備
施
設 海浜公園（天端部）【整備中】

海岸利用者の利便性
及び地域住民の生活
環境の向上を目指し、
整備

総費用（Ｃ）に対する総便益（Ｂ）
Ｂ／Ｃ ＝ ６．２０

榛原港海岸 海岸環境整備事業による効果
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